
 

 

 

 

 

 

5 月 24～26 日、3年生は沖縄修学旅行に行ってきました。5月 16 日沖縄は梅雨入りと発表さ

れ、天気が心配されましたが、全日程を快晴で終えることができました。伊丹にはない様々な文

化に触れ、たくさんの学びがあったのではないでしょうか。その中で特徴的だったのが「方言」

ですね。初日の民泊体験では、現地の方との交流の中で、様々な方言を聞き、その意味もたくさ

ん教わったと思います。タイトルの「にふぇーでーびる」「うちなー」「けーてぃちゃんどー」

は「ありがとう」「沖縄」「ただいま」を意味します。みなさん、わかりましたか?紹介したい

方言はたくさんあります。一つみなさんに紹介したいと思います。それは「ゆいまーる」です。 

「ゆいまーる」とは、沖縄の方言で「助け合う」「一緒に頑張ろう」という意味があり、

共に支えようという思いを込めた、他者への呼びかけでもあります。沖縄には、地上戦があった

土地だからこその団結があります。「ゆいまーる」は、平和を願い、力を合わせて戦った人々の、

生きる喜び、笑顔、楽しみ、生み出す力といった人間の絆を意味する言葉です。 

この修学旅行では、住み慣れた伊丹を離れ、親元を離れ、時には先生からも離れて、自分たち

で過ごす時間がありました。その中で、助け合うことはできましたか?しんどい場面や不安な場

面で「一緒に頑張ろう!」と声を掛け合えましたか? 先生たちはみなさんの様子をすべて見ること

はできませんでしたが、計画通り修学旅行を終えることができたのは、きっと助け合えたからだと思

います。一人では難しいけれど、仲間がいるから乗り越えられることが、これからもたくさんあ

ります。みんなで乗り越えていってほしいです。 

「ゆいまーる」は、「人は一人では生きていけない」のだと気づかせてくれる言葉です。ど

んな時も誰かが側にいて、助け合って生きていこうという奥深い意味があります。そんな沖縄

の「ゆいまーる精神」を学び、取り入れてみるのはいかがでしょうか。自然への愛や、人への

優しさ、新しい明日への活力が湧きあがるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日目 伊丹空港出発 那覇空港到着 平和学習 

(ガマ見学 ひめゆり平和祈念資料館 沖縄県平和祈念公園 平和セレモニー) 

 

 

 

 

 

 

 

2 日目 民泊・家業体験 マリン体験 学年レクリエーション 

 

 

 

 

 

 

 

3 日目 首里城見学 国際通り班別活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


